
令和６年度　 教育指導の重点及び学校経営計画

どんな生徒を
育てたいか
【ＧＰ】

生徒をどう
育てるか
【ＣＰ】

どんな生徒を
待っているか
【ＡＰ】

領域・分野 今　年　度　の　具　体　的　な　重　点　目　標

特別活動 地域社会に貢献する教育を推進し、地域教育力を生かした活動の充実を図る。

学校番号 学校名 武義高等学校

学校教育目標
（教育方針）

33

学校の抱える課題

３つの方針
（ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰ）

・ 知識や技能の定着と、学ぶ意欲、学ぶ習慣の育成
・ 一人一人の個性や能力の伸長と自走性の育成
・ ふるさと教育やＳＤＧｓ教育の実践を通し、課題を解決する力の育成

・ 夢や希望に向けて自ら学習や部活動に励む生徒
・ 自分で正しい判断や行動ができる生徒
・ 地域に愛着を持ち地域の発展に貢献できる生徒

・ 自分で目標を定め、自走性を発揮し、勉強や部活動に意欲的に取り組む生徒
・ 自他の違いを認め合い、心の優しさと強さを持った生徒
・ ふるさとを愛し、地域の様々な課題解決に積極的に参画する生徒

自ら考え行動できる自信と勇気を持った自走性に富んだ生徒たちに育てていく体制づくり。

教科の学習や特別教育活動を通して、調和のとれた人格を形成することにより、高い志をもち将来社会の発展に寄与できるリーダーの育成を目指す。

地域教育力で育つ生徒の自走性養成をスローガンに、多様な進学方法と進路選択ができる学校をつくる。　

主体的な学習態度を育成する、質の高い授業、頑張れる授業、わかる授業を提供する。

生徒理解に努め、生徒の健全な発達を図るとともに、進路希望の実現を達成する。

教育指導の重点

学校経営

学習指導

進路指導



年　　度　　目　　標 年　度　末　評　価（自　己　評　価）

・授業アンケート結果

実施日：令和７年　月　　日 学校関係者評価 実施日：令和７年　月　　日

3 施策Ⅰ-3

地域と学校が連携・協働し、地域の教育力を取り入れる。

高校生のための学びの基礎診断等から学習効果・課題
を定期的に分析し、指導方法や評価方法の改善をす
る。

地域の産業界や関係機関と連携したキャリア教育を促
進する。

ICT教育を取り入れた授業改善を推進し、主体的・対
話的な学習態度を育成する。

週１回の定期的な生徒情報交換会を開催し、常に生徒
の状況を迅速に把握し適切な対応を取る。

・不登校や問題を抱えた生徒の状
況把握と対応、心のアンケート等

・教育課程の完成

・外部評価（アンケー
ト、学校運営協議会等）
・ホームページの更新回
数、アクセス回数

7

施策Ⅱ-9

13 施策Ⅱ-13

施策Ⅳ-20

20

・企画実施後の生徒アン
ケート、外部評価

・外部評価（アンケート、
学校運営協議会等）

・外部模擬試験等の成績
結果と経年比較

・地域の魅力を理解し、地
域課題の解決策を提案する
生徒たちの主体的な取り組
みを評価

・企画実施後の生徒アン
ケート、外部評価（アン
ケート、学校運営協議会
等）

学習指導

8

9

学校経営

1 施策Ⅰ-1

施策Ⅱ-8

11 施策Ⅱ-11

特別活動

4 施策Ⅰ-4

7 施策Ⅰ-7

国際社会やグローバル社会で活躍する意識を持たせ、
努力を継続させる。

進路選択の多様化に対応した進路指導を通して、学習
指導、補習指導等の充実を図る。

「地域課題探究」を通して、地域の魅力を知り、地域
課題を発見し、生徒たちが主体的に解決策を模索でき
るように支援する。

生徒を地域の各種行事へ積極的に参加させ、地域活性
化に貢献するとともに、地域教育力を取り入れ生徒に
自走性を高める。

健康で安全な生活について意識し、美化活動やリサイ
クル活動、防災活動を積極的に行う。

来年度に向けての改善方策等

19 施策Ⅲ-19

施策Ⅰ-7

20

8 施策Ⅱ-8

施策Ⅳ-20

進路指導

情報発信を通して、地域の理解を求めると共に、武義高
に対する地域の要望に応えていく。

生徒一人一人が活躍する場面を創出し、お互いの良さ
を認め合う機会を多く持つ。

・学校評価

特色・魅力ある学校であり続けるための教育課程を開
発する。

達成度の判断・判断基準
あるいは評価指標

取組状況・実践内容
評価項目の達成状況等

総合
評価

A.B.C.D

評価
A.B.C.D

成果と課題
領域
分野

３つの方針・具体的な重点目標の達成に必要な
具体的取組・方策

県教育振興基本計画で
の位置付け


